
法人名 株式会社大阪鶴見フラワーセンター

R8
目標値

最終年度
目標値

R7
得点

中期経営計画
（R6～R10）

・当市場が我が国の中核的二大市場の一翼として安定的な花き流通に寄与するとともに、市場運営の車の両輪である卸売業者や他市場との連携強化（取組み
支援）を通じ、生産地と買受人に選ばれる市場としての機能向上を図り、より競争力のある市場を目指す。

・流通量の減少等、花きを取り巻く厳しい状況のもと、国の交付金を活用し、単年度当期純利益は黒字を確保しつつ、交流施設跡を卸売市場として活用するため
の施設整備を進めることにより市場運営の効率化とハブ市場への進化を図る。

・建設資材の高騰や人手不足の影響により、費用を抑えながら適切な施工業者を確保することはますます困難となっており、当社の収支も厳しい状況ではある
が、設備投資を行いながらも効率的な経営に努め、経常損失の抑制を最重点とする。

・交流施設跡は、共用部は広場（プラザ）となっており、スキップフロアに花壇跡や観客席跡など様々な段差、中央に大きな鉄塔が存在するなど独特な構造となっ
ており、また、卸売市場の稼働を止めずに施設整備を行う必要があり、整備計画を慎重に行う必要がある。

・荷分け設備（コンベア）が1階にあり、入庫や荷捌きも1階で行っているが、3階交流施設跡への物流動線が整備されていないことから、取扱高の増加が見込めな
い。

・交流施設跡の活用と合わせた流通拠点としての整備を進めることにより、将来的な当市場の取扱高の増加による収益向上と企業価値の向上を図る。

戦略目標達成のための活動事項

R7
目標値

・花き消費減少、物流課題、交流施設の閉館といった事業環境の変化に対応し、3階交流施設跡のフラッ
ト化工事（2期）による荷捌きスペースの拡充、１階市場部分と３階を繫ぐ垂直搬送機の設置による３階で
の入出荷の拡大により、集荷分荷力の向上を図り、生産地と買受人に選ばれる市場としての取組みを強
化する。

・交流施設跡3階の改修をR10年度に終える予定をしており、当該整備による市場機能の向上により市場
取扱高の増加を図る。

・経費削減に努めるとともに、他市場との連携拡大、使用料のあり方の検討や交流施設跡4・5階の活用
（賃貸）等の取組みを進め、R11年度以降の経常利益黒字化を図る。

R8
目標値

単
位

R6
実績値

①

最重点目標達成のための
組織の課題、改善点

・再整備を進めるにあたっては、法令上の基準、年間改修費用、業務遂行可能時期や時間帯の面を考慮し計画的に推進する。

・荷捌きエリアの拡大、場内物流の再整備にあたっては、卸売業者等場内関係者と協議しながら進める。

・市場を取り巻く新たな課題や厳しい環境を踏まえて、取扱高の増加に資する市場機能の強化を検討し、引き続き、経費削減を行い効率的な運営を図る。

千円 15,335 23,000 ×〔△12,973〕 45 0 △12,889

○ 令和７年度の経営目標達成状況及び令和８年度経営目標設定表

最重点とする理由、
経営上の位置付け

活動方針

収益の確保

新
規

法人経営者の考え方（取組姿勢・決意）

Ⅰ．最重点目標（成果測定指標）

戦略目標 成果測定指標
R8目標設定の考え方

（数値の根拠）
 ※累積数値による目標設定の場合は、その理由も記載

R8
ウエイト

R7
実績値

〔見込値〕

R7
ウエイト

変更前

35
↓

変更後

40

△29,110 △25,050

R8年度目標については、R7年度の見込み額を踏まえ設定。
・収入：収入の大半を占める売上高使用料について、R7年度実績見込を踏まえ、中期経営
計画策定時からは2,000千円の増加を図る。天候不順や猛暑による花きの品質低下、物価
高による買い控え等のため、R7年度は特に切花の単価・取扱量が減少し、「売上高使用
料」がR6年度に比べて約5,000万円減少する見込み。天候や景気動向に大きく左右される
花きの単価・取扱量の今後の増減見込みを現時点で正確に予測することは困難であり、
実績見込を踏まえた設定とする。
・費用：直近のR7年度実績見込を踏まえ設定。
※なお、R8年度より設計委託料の会計処理を変更（費用計上から資産計上）したことに伴
い、中期経営計画策定時からは14,000千円減となっている。

当期経常利益

様式２様式２別紙２



法人名 株式会社大阪鶴見フラワーセンター

R8
目標値

最終年度
目標値

【凡例】

・☆はR8年度からの新規項目

・×は目標値未達成

・↓は前年度実績比マイナスの目標値

・ 〔　〕 内の数値は、参考として記入した実績見込値

・ （　） 内の数値は、当該年度の経営目標として設定していないため、参考として記入した実績値

R7得点合計
〔見込得点合計〕

40

10 14 14

準備期間等を踏まえ、年間12回（月1
回）に花きの需要の多い時期に2回程
度を加えたこれまでの最大値（R5年
度実績値）を目標値として策定した中
期経営計画の目標値とする。

市場内ギャラリーで各産地の開発商品を展示するなど、展示会や
商談会が、卸売業者や産地にとって最適な時期に必要な回数実
施できるよう支援していく。

Ⅲ．健全性・採算性（財務）、　コスト抑制と経営資源の有効活用・自立性の向上（効率性）

⑤ 環境に対する負荷の軽減
廃棄物の再資源化率
（再資源廃棄物（t）／廃棄物総量（t））

％ 75.4 78 ×75.4 15 75.4 10 78.0 78.0

近年の酷暑や2024年問題による出荷
から商品の引き渡しまでの長時間化
等が、再資源化の難しい花き類の品
質保持に影響し廃棄ロスが増加して
いると考えられるため、直近２年の数
値の平均を目標値とする。

廃棄物総量に占める一般廃棄物の割合を低下させることにより、
廃棄物処理費用の抑制(財務の健全性）を図るとともに、花き包装
容器等の廃棄物を大量に排出することから、引き続き、環境に対
する負荷の軽減に向けて取り組んでいく。

14

15 11.0 11.0

これまでの調査結果を踏まえた場内
環境の改善により不満足度は毎年改
善しており、今後もさらなる場内環境
の改善を図り、これまでの最大値を参
考として策定した中期経営計画の目
標値とする。

以下のような場内環境の改善を行う。
・3階交流施設跡フラット化による荷捌き場としての利用
・繁忙期の駐車場でのガードマンの配置
・繁忙期の駐車場所、駐車時間に関する周知
・1階卸売市場部分と交流施設跡3階を繫ぐ垂直搬送機の設置に
よる場内物流の効率化と引き渡し時間の短縮

④ 消費拡大の推進

消費拡大のためのイベント、ワークショップ等の開催、
支援

回 5 5 5 15 15 5

変更前
15
↓

変更後
10

5 5

他の商業施設等でイベントを実施する
にあたり、場内関係者との調整に時間
を要することや費用面等の課題があ
ることから、引き続き年間5回の実施
を維持することとして策定した中期経
営計画の目標値とする。

他団体との連携や地域に密着したイベントへの参加等、実施に際
しては費用面や内容等も工夫し実施する。

市場関係者が産地等と連携して行う展示会、商談会の
開催等

回

15 ― ―

花き消費減少、物流課題、交流施設
の閉館といった事業環境の変化に対
応し、生産地と買受人に選ばれる市
場として生き残りをかけた取組みを進
めており、本指標の施設整備は、3階
部分を市場として整備し、取扱量の増
加をめざすもの。
中期経営計画に示した施設改修計画
にもとづき、令和８年度は以下の施設
整備を実施する。
①3階交流施設跡フラット化（2期）
②垂直搬送機設置

いずれの整備も令和９年３月末までに
工事完了検査を実施する。

市場として24時間稼働している中、花きの流通を維持しながら工
事を施工しなければならない困難な取組みであるが、場内事業者
との調整を図り、2つの施設設備を完了させる。

＜令和8年度実施＞
【3階交流施設跡フラット化（2期）】
交流施設跡3階広場部分のフラット化により、荷捌きスペースの拡
充、駐車場から店舗跡への台車走行の円滑化を行う。

【垂直搬送機設置】
1階卸売市場部分と交流施設跡3階を繫ぐ垂直搬送設備を設置す
ることにより、3階での入出荷の拡大を図る。

※（参考） 3階交流施設跡にかかる施設整備計画
・令和9年度
　R10工事に向けた区割再編工事の完了
・令和10年度
　定温保管倉庫の整備完了

R7
得点

施設整備項目
2件

戦略目標達成のための活動事項

R8目標設定の考え方
（数値の根拠）

 ※累積数値による目標設定の
場合は、その理由も記載

R8
ウエイト

R6
実績値

新
規

市場機能の向上のための施設整備 ☆ －

0

花き卸売市場に対する市場関係者の不満足度 ％ 10.9 11.0 10.9 15 15

14 14 14 10 10

中期経営計画
（R6～R10）

市場機能の向上

R7
ウエイト

単
位

③ CS調査 ↓11.0

② 件
施設整備項目

0件
－

施設整備項目
2件

－

Ⅱ．設立目的と事業内容の適合性（事業効果、業績、ＣＳ）

戦略目標
R8

目標値
成果測定指標

R7
実績値

〔見込値〕

R7
目標値


